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使いやすさ評価実験




































































ついて、 SUS(System Usability Scale)用紙を用いて5段階評価してもらった。試作
した教材の使いやすさにおいて大きな欠点は見つからず、教材アプリデザインの方
向性は間違っていないことが確認された。
 
試作したデジタル教材の画面 デザイン修正した教材
今後の研究成果の
還元方法
本研究活動により、平成30年度から科学研究費基盤研究（C）(18K11960)の助成
を受けることができたため、成人の発達障害者が独力で読解できる教材を提供する
ためのデザイン原則（ガイドライン）の確立を目指す。発達障害者が理解しやすい
表示デザインの実験を行い、得られた知見をユニバーサルデザインの新たな展開に
つなげていく。
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